
越原記念館の魅力まるごと彩発見！

自校史教育と
地域貢献の利用

ポスターで綴る企画展

越原記念館（名古屋葵大学内）

温故知新の料理物語
―名古屋女子大学生、『豆腐百珍』『食道楽』の料理
を再現―

―あなたの原風景をたずねて―

展覧室・記念館ホール

　記念館では常設展や写真展とともに、企画展を定期的に開催しています。春は本学生活環境学部生活環境学科、児童教育学部児童教育学科の学生たちが授業
成果として制作した作品を発表する「学生作品選抜展」、秋は学園所蔵の資料から、教育・家政・文学・旅・食などをテーマに歴史的資料を公開しています。

　江戸時代の寛永20年（1643）に刊行された『料理物
語』は、食材や料理法を具体的に記した最初の料理書
です。このほか学園所蔵の江戸・明治・大正・昭和時代
の料理書約100点を紹介するとともに、名古屋女子大
学・名古屋女子大学短期大学部の学生たちが、江戸・
明治の料理書から温故知新の心で、蘇らせた料理24点
を写真で展示しました。

　越原記念館は、越原学園の創立者　越原和、越原春子両先生の建学の精神
を継承し、その息吹を肌で感じることができる全人教育の場、越原学園の歴史的
所産を広く社会に紹介する場、さらに学生・生
徒はじめ地域住民の方々の文化的交流が可
能となる中核施設として、平成21（2009）年、名
古屋葵大学（当時 名古屋女子大学）校地内
に開館しました。
　展覧室では、学園百十年余の歩みと創立者
の社会的事跡を紹介する常設展「学園の歴
史－春子先生・和先生から今日の学園へ」と、
学園所蔵の資料を定期的に公開する企画展
や学生の作品選抜展を催しています。また、記
念館ホールでは学生の活動の成果の発表をは
じめ、講演会・音楽会などを開催しています。

ゼミ・授業におい
て江戸・明治の
料理書から学生
が料理を再現
し、写真で展示

授業での成果発表「学生作品選抜展」

記念館外観

常設展

創立者の越原和先生（左）越原春子先生（右）

企画展「温故知新の料理物語」

春子先生創案の名古屋帯

こし はら

瑞穂消防署の防災講習会に資料提供

文／鈴木孝子(越原記念館)

本学園所蔵資料が掲載された書籍

　本学園の特色の一つである初
年次教育「越原学舎研修」では、
中学・高校・大学の全入学生徒・学
生が2泊3日、創立者越原春子先
生の郷里である岐阜県加茂郡東
白川村越原にある越原学園 越原
学舎で、建学の精神や教育理念、
教育目的を学びます。
　記念館巡覧は、その研修の講座
「建学のこころ」を補完するものとし
て、研修の前に実施し、全新入生
徒・学生が記念館を訪れます。
　特に、常設展は、「学園の歴史と
ともに生成された実物資料による、
自校史を学ぶ一つの教室」として、
創立者の主張した「よき家庭人、力
強き職能人」を指針に、実物の資
料に触れることで理解を深めます。
　また、記念館は地域への協力事
業も各種進めています。瑞穂消防
署が住民の防災意識を向上させる
目的として進める区内の全学区防
災講習会には、写真展「山崎川周
辺いまむかし」から資料を提供し90
年余前の街の様子を、今に伝えて
います。
　そのほか『愛知県史』などへの掲
載、地域の歴史講座の実施などに
協力し、本学園所蔵の資料が、地
域にとっても貴重なものとなってい
ます。

『愛知県史』『名古屋教育史』『新修 名古
屋市史』『新編 安城市史』『岐阜県教育史』
『大垣市史』など
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企画展

記念館ホール

学園の歴史－春子先生・和先生から今日の学園へ
　大正4（1915）年、「親切」を学園の信条と
して、越原和、越原春子両先生は今日の学園
の前身となる名古屋女学校を創立しました。
　常設展は「春子先生・和先生の生い立ち」
「学園創立へ」「教育者春子先生・和先生」
「発案・研究春子先生・和先生」「政治家春
子先生」「学園の復興と発展」の六つのテー
マで構成し、学園のあゆみを紹介しています。

常設展

山崎川周辺いまむかし
　本学園が東区葵町から現校地に移転し
た昭和10年代前後の写真とともに、「名所
図会」関連の資料も添え、山崎川周辺の今
昔を紹介します。
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平成28年9月20日（火）～平成29年2月10日（金）
＜主な展示品＞

・春子創案制作の「名古屋
帯」と「付け帯」（期間限
定公開）
・第90回帝国議会衆議院委
員会議事録（春子の質問と国
務大臣の答弁が記されている）
・越原家に伝わる江戸時代
の織機

〒467－8610 名古屋市瑞穂区汐路町３－４０
（０５２）８５２－１１１１（代）
開館時間／１０：００～１７：００
休館日／土・日・祝日、学園休業日
入場無料
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